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南予地域の陶石とその性状 

      

２年４組 福島さおり ２年４組 藤岡 朱里 

指導者 冨永 満生 

 

１ 課題設定の理由 

南予地域と言えば、みかんや魚の養殖、真珠などが有名である。これらは、第一次産業であ

る。南予地域の第二次産業に目を向けてみると、県内で 29 窯場、南予（大洲以南）で 11 窯場

あることが分かった（吉田,1995）。一方、その窯場が成り立つにあたり、材料として陶石が必要

となってくる。愛媛県では、砥部町の陶石が有名である。砥部といえば、砥部焼で現在も販売

されている。そこで、南予の窯場について陶石の面からアプローチし、なぜ、窯場が衰退して

いるかまで迫ることができればと考え、この課題を設定した。 

 

２ 仮説 

南予地域で製作されていた陶器に使われていた陶石を

調査することで、その性質、埋蔵量、他との違いについて

理解し、さらに現在製作されていない理由や今後、製作す

ることが可能かどうかについて分かるのではないか。 

 

３ 研究の方法 

(1) 文献検索 

(2) 陶石 

ア サンプル採取 

文献検索の結果判明した三間町迫目にある陶石山へのサ

ンプル採取を行った（図１，２）。 

イ 分析方法 

① 実体顕微鏡観察 

実体顕微鏡による観察を行い、鉱物の種類を観察した。 

② 粉末Ｘ線回折法による鉱物の同定 

粉末試料を用いて、Ｘ線回折を行った。 

  ウ 焼成 

    国安の郷「やきもの工房」において焼成を依頼した。 

 

４ 結果と考察 

(1) 陶石 

陶石は、宇和島市三間町迫目の団地裏にある山から

採取することができた。図２にあるように、岩石を採取

された跡が残っており、サンプルを採取することは用

意であった。しかし、触ったときに、比較的柔らかく粘

り気があるものと（以後、陶石と呼称）（図４）、外見が

粉っぽく、少し力を加えるとぼろぼろになるもの（以

後、未成熟陶石）（図６）が確認できた。周りは堆積岩

の泥岩が主であった。 

 

 
図１：地図 

 

 
図２：露頭 

 

図３：陶石 
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(2) 実体顕微鏡観察 

上記の陶石と未成熟陶石を実体顕微鏡で観察したところ、陶石は、茶色の鉱物と断定しに

くい粒子が見られた（図５）。未成熟陶石は主に石英の粒子から成り、ほんの少しであるが火

山ガラスのようなものを確認することができた（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 粉末Ｘ線回折法による鉱物の同定 

岡山大学無機機能材料化学研究室において、陶石の粉末試料を分析していただいた。鉱物

としては、石英、白雲母、斜長石を確認することができた（図８）。 

今回、データとしては、鉱物のみであったため、斜長石において、固溶体として鉄、マグ

ネシウム、ナトリウム、カルシウムなどの成分がどのくらいの割合で入っているかが不明で

ある。 

(4) 焼成 

焼成には 1200℃以上の温度が必要であるため、国安の郷「やきもの工房」で体験指導をさ

れている宮本萬亀子氏の協力を得た。結果として、図９のように焼き固めることができた。

色は赤褐色で、宮本氏によると鉄分が多いのではないかということであった。 

今回の研究で陶石と呼んでいるものは、粉末にした後、水分を含ませてこねると粘土状に

なった。一方で未成熟陶石についても、同様に水を含ませると粘土状にはなるが、若干粉っ

ぽさが残る。この違いが、石英の含有量に由来していると考える。ここで、陶石化における

鉱物の違いがあると考えられる。また、焼成結果として赤っぽさが出た点で、鉄分の存在が

示唆された。鉄分は鉱物では、有色鉱物に含まれることが多いため、南予地域における火成

 

図４：陶石（粉末） 
 

図５：陶石（×４）（実態顕微鏡下） 

1mm 

 

図６：未成熟陶石（粉末） 
 

図７：未成熟陶石（×４）（実態顕微鏡下） 

1mm 
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岩や火山灰の堆積によるある特定の場所での陶石の分布があり偶然発見されたのであろうと

考える。 

 

 

５ まとめと今後の課題 

今回、調査をしたことで、南予地域に存在していた窯場については、豊富な陶石が存在しな

かったために、衰退したものと考えられる。その理由として、陶石になりうる鉱物が火成岩や

火山灰に含まれる有色鉱物由来だが、南予は主に堆積岩を主体とする四万十帯に含まれており、

存在自体が少ないことに由来すると考える。また、火成岩や火山灰が含まれていたとしてもそ

の分布が限られており、発見に至ってない可能性がある。今回の三間町迫目のようにあっても

極限られた場所である。 

今後は、今回調査をした場所の埋蔵量について考察をしていきたい。陶石化がどのあたりま

で及んでいるのかや、今回定義した未成熟陶石の利用法などについても研究していきたい。ま

た、火成岩または火山灰の存在が示唆されたので、火成岩の元となる火成活動がいつどこで起

こり、どのように分布しているのか文献検索やフィールド調査を行っていきたい。 

Ｘ線回折法については、鉱物は同定できているので、成分分析を行い、鉄分が主となってい

るかの確認をするとともに、陶石化においての金属元素の作用や違いについても検討をしてい

きたい。 

さらに、発展として今回焼成することができたので、三間焼の製法を再現して、三間焼とし

て再度、第二次産業に南予地域を盛り立てる効果があるかについて実践を積んでいきたい。 
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図８：Ｘ線回折法による分析結果 
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